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地区医師会の憂うつ

� 地域包括ケアネットワーク委員　西　井　保　行

　医療計画の一部である「地域医療構想」は平成27年から都道府県が策定作業を開始
している。構想区域を設定し、国が示す推計方法によって2025年の医療需要と病床数
の必要量を推計し、構想の実現に向けて構想区域ごとに「地域医療構想調整会議」を
開催し、現在の医療供給体制と将来の病床の必要量を比較し、病床機能の過不足を検
討調整し、地域医療介護総合確保基金等を活用し、医療機関の自主的な機能分化・連
携を推進する。また、慢性期機能・在宅医療については、地域差の大きい療養病床受
療率を収斂させる方向で在宅医療の進展をうながす目標値を設定する・・・とされてい
る。
　一方、国も各市区町村も走りながら考えている様相を呈している地方創生問題にお
いては、今後急増する東京圏の高齢者の地方移住発言が物議を醸している。一理ない
こともないが、いままでは仕事と都市の魅力を求めて地方の若者が東京圏へ移動して
いた流れを止める方策として、都市圏の介護施設制限でもしないと難しいようにも考
えられるし、補助金誘導にも安易に乗らず、熟考が求められる。また、地方へ高齢者
移住の流れができ、雇用の場ができたとしても、極端な事例として「介護のまち」で
働く人々の次世代はどう考え、どう動くであろうか。産業と医療・介護・福祉のバラ
ンスは将来にわたっての課題でしょう。
　当医師会は笠岡市と矢掛町からなるが、2014年発刊の「地方消滅」の資料によれば、
笠岡市は2040年の若年女性（20～39歳）人口変化率マイナス57.8%で、マイナス率は
岡山県内の市町村の上から４位にある（矢掛町は−37.7%）。このような事情と地理的
状況、国の誘導もあり、矢掛町は連携中枢都市倉敷と連携協定を締結し、笠岡市は倉
敷市以外福山市とも連携協定を結んで、役割分担と生き残りの模索中である。
　このコラムの主題である「地域包括ケアシステム」は、まずは「まちづくり」の一
環と位置付けられている点が肝要でしょう。「ひと」「まち」あっての医療・介護等一
体的システム構築ですが、「まちづくり」と「地域包括ケアシステム」が別々に協議
されている市町村も多いのではと危惧しています。さらに、ここ数年、廃業される診
療所の先生は何人もおられますが、新規開業は１件のみで、今後さらなる診療所の減
少が予測され、病診連携、在宅医療・介護へとの国の施策に沿った絵が描けきれない
で困惑しているのは、当地域の特殊性によるものでしょうか。現在は、医療・介護は
当面はなんとかなる事業とされていますが、県医師会の先生方のお知恵を拝借しなが
ら10年先にも通用するシステムを考えておかないと愚考しております。

地域包括ケアネットワーク No.21
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将来推計人口（若年女性：20〜39歳女性）

若年女性
人口変化率

2040年
若年女性人口

2040年
総人口

2010年
若年女性人口

2010年
総人口

高 梁 市 −70.70% 910 18,290 3,103 34,963

備 前 市 −60.10% 1,412 20,986 3,539 37,839

吉備中央町 −58.20% 413 7,681 990 13,033

笠 岡 市 −57.80% 2,234 34,032 5,290 54,225

玉 野 市 −55.40% 2,886 41,691 6,475 64,588

奈 義 町 −55.30% 233 3,616 521 6,085

新 庄 村 −53.40% 31 563 66 957

美 咲 町 −53.10% 615 9,370 1,310 15,642

新 見 市 −53.10% 1,287 19,972 2,741 33,870

美 作 市 −52.30% 1,236 18,005 2,590 30,498

真 庭 市 −52.10% 1,942 29,941 4,055 48,964

和 気 町 −51.00% 691 9,469 1,411 15,362

瀬 戸 内 市 −50.50% 1,956 26,136 3,948 37,852

西 粟 倉 村 −50.20% 69 1,008 138 1,520

津 山 市 −49.30% 6,062 73,674 11,959 106,788

浅 口 市 −47.90% 1,908 24,822 3,663 36,114

久 米 南 町 −46.40% 189 3,056 353 5,296

赤 磐 市 −42.70% 2,683 32,812 4,685 43,458

総 社 市 −39.80% 4,833 53,045 8,022 66,201

鏡 野 町 −39.20% 735 9,329 1,209 13,580

井 原 市 −39.10% 2,580 31,906 4,237 43,927

矢 掛 町 −37.70% 857 10,442 1,377 15,092

勝 央 町 −28.60% 877 9,103 1,228 11,195

倉 敷 市 −28.10% 43,917 422,884 61,060 475,513

岡 山 市 −26.10% 71,481 657,293 96,664 709,584

里 庄 町 −21.90% 974 9,526 1,247 10,916

早 島 町 −19.30% 1,296 11,542 1,605 12,214

福 山 市 −37.80% 34,541 382,874 55,491 461,357
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